






令和６年の取組み

柿木・青柳エリア（柿木町・青柳八丁目の一部：市街化調整区域）は、近年、草加柿
木地区産業団地（草加柿木フーズサイト）の整備や東埼玉道路自動車専用部、県道蒲生
柿木川戸線の事業化の決定など、国・県・民間による大規模な投資が続くエリアです。

草加市は、このような状況を踏まえ、当該エリアに点在する豊富なポテンシャルを活
かす「まちの将来像」とそれを実現させるための「取組の方向性」を示す（仮称）柿
木・青柳エリアグランドデザインの作成に取り組んでいます。

なお、作成に当たっては、地域で暮らす皆様の幸せをどのように実現するかを念頭に
置き、柿木・青柳エリアらしい由緒ある歴史と文化、自然環境等を未来へつなぐととも
に、埼玉県東南部の中心エリアとしての価値を最大化することで、将来のまちづくりに
向けて様々な手法による民間投資を呼び込むきっかけとなることを目指しています。

令和６年10月までを基礎調査期とし、主に下記点に
ついて取り組んできました。

• 当該エリアの土地利用状況の確認をはじめとす
る現状分析

• 地域の公民館に出張窓口を開設したほか、地域
のイベント等での地域ニーズの把握

• 当該エリアに対する民間事業者の投資意欲・性
向の確認

※調査結果（市HP） ⇒

また、同年11月からはグランドデザイン作成期とし、
各分野の専門家、市民等から広く意見を募り、グラン
ドデザインに係るイメージの共有及び意見交換を行う
場として、柿木・青柳エリアデザイン会議が発足しま
した。

会派の取り組み

会派として、このグランドデザインが、しっかりと未来を
見据えた計画に成るよう注視して行くのはもちろん、目まぐ
るしい社会情勢の昨今ですので、計画が陳腐化しないよう、
スピード感をもった開発を要望して参ります。

柿木・青柳エリアデザイン会議は公開制としており、 傍聴者の方々
にも感想等を述べていただく機会を設けることから、ご興味のある方は
市HPをご覧の上、ぜひご来場ください。

※次回(R7.1.29)デザイン会議案内（市HP） ⇒

※第１回会議の様子（提供：草加市）




